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 研究要旨：超拡大内視鏡（Endocytoscope；EC）画像によるリアルタイム病理診断自動診断支援シス

テム（EC-UC-CAD)の実現を目的とする研究である。多施設共同にて、潰瘍性大腸炎（UC）患者にを対象

に全大腸の EC 検査を行い、EC-NBI 画像、同部の病理結果をベースに CAD アルゴリズムを作成し、機械

学習によるシステムの完成をはかる。そして完成したCADシステムの組織学的治癒診断能の評価を行う。 
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A. 研究目的 

 潰瘍性大腸炎（UC）は患者数の急増に伴っ

て、専門医以外の一般消化器内科医が診療に

かかわる症例が増加している。その一方で、

施行医ごとに内視鏡的評価が分かれるため統

一した内視鏡的診断アルゴリズム確立が希求

されている。これにより適切な治療介入が適

切な時期に行われ、限りある医療資源が有効

活用されることが期待される。 

超拡大内視鏡（Endocytoscope; EC）は約

500 倍の拡大能力を有する次世代内視鏡であ

る。EC と AI 機能としてのコンピューター診

断支援（CAD; computer-assisted diagnosis）

システムは疾患活動性をリアルタイムで生検

組織を要さず自動診断し、医療従事者・患者

双方の負担の低減と医療削減が期待できるシ

ステムである。 

本研究計画を通じて、UCの組織学的治癒診

断のための内視鏡自動診断システムが実用化

されれば、組織生検の必要性が減少し、生検

に伴う出血・穿孔などの合併症が避けられる

だけでなく、生検結果確認のための外来通院

の患者負担の軽減や、病理組織学的評価のた

めに要する医療費の削減につながる。さらに、

リアルタイムに自動診断されることによって、

内視鏡施行当日に適切な治療方針の検討を行

うことが炎症性腸疾患診療の専門医でなくと

も可能となることが期待される。 

 

B. 研究方法 
 潰瘍性大腸炎患者を対象に全大腸における

EC 観察を行い、同部位の生検を行う。EC-NBI

画像と病理組織学的評価結果を基に CAD シス

テムの開発、完成をはかる。具体的には以下の

2つのphaseを順次行い、最終目標を達成する。 

 なお、各施設での病理組織評価の差異を排除

するため、すべての検体を新潟大学名誉教授 

渡辺英伸医師にて評価するものとし、病理評価

の統一化を目指す。 
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① 潰瘍性大腸炎患者における EC 診断の組織学
的治癒予測をリアルタイムに行える内視鏡

診断 CAD システム（EC-UC-CAD）の開発 

先行研究（ Misawa M, et al. Gastroenterology. 

2016;150(7):1531-1532.e3）で使用したアルゴ

リズムを基に、研究分担者である名古屋大学 

森健策教授の研究室にて作成されたアルゴリ

ズムを使用する。 

EC 画像と組織学的活動評価結果を上記アルゴ

リズム上に学習させることにより、EC 画像を用

いたコンピューター診断システムを完成させ

る。 

② EC-UC-CAD の組織学的治癒予測診断能の評価 
作成された UC-EC-CAD を用い、臨床的寛解患者

を対象とした EC 画像の組織学的治癒予測を行

う。その結果と、生検による組織学的活動度を

比較し、CAD システムの予測診断能評価を行う。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に

研究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮

し、各施設間のデータのやり取りには匿名化

情報を用いる。 

 

C.  研究結果 

 平成 29 年度にシステム開発（約 2万画像）

を行い、平成 30年度に組織学的治癒予測診断

能の評価を行う予定である。 

 

D. 考察 

各施設における倫理申請を予定している。 

 

E. 結論 

 各施設の倫理申請を通し、平成 29年度に研

究開始を予定する。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

２.学会発表 

 未発表 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


